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深掘り！名古屋の偉ZINE伝 vol.1 

名古屋なんでも調査団 編  

かくことは生きること！愛すべき筆まめ  

『
（
天
保
見
聞
）
名
府
太
平
鑑
』
よ
り 

 
こ      でら     ぎょく    ちょう  
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このシリー ズは、名 古 屋なんでも 調査団 ※ 1 の団員が書物

を通して出会い、大好きになった人たちを紹介する、愛が

重 め の ZINEで す 。 初 回 で 取 り 上 げ る の は 、 愛 す べ き 筆 ま

め・小寺玉晁（こでらぎょくちょう）！  

 

一般にはあまり知られていないけれど、実はとっても魅力

的な人たちが名古屋にはたくさん。彼らにもっとスポット

ラ イ ト を 当 て た い ！ 表 舞 台 に 引 っ ぱ り 出 し た い ！ そ ん な

思いが高じ て、いつ も の偉人伝 ※ 2 を大幅 に ボリュームア

ップさせたのが本書です。  

 

暑苦しいとは思いますがぜひご一読いただき、あなたもフ

ァンになっていただけたら幸いです。  

 

※ 1 名 古 屋 市 図 書 館 の 職 員 で 結 成 さ れ た 、 名 古 屋 の こ と を ト コ ト ン 調 べ

上 げ る 団 体 。  

※ 2「 発 見 ！ 名 古 屋 の 偉 人 伝 」の こ と 。こ ち ら は Ａ 4 サ イ ズ 1 枚 に ま と ま

っ て い て す っ き り 。  

調 査 団 の 活 動 や 偉 人 伝 に つ い て 、 詳 し く は こ ち ら →  

ZINE（ジン ） と は  

個 人 や グ ル ー プ が 自 分 た ち の 興

味 の あ る こ と に つ い て 制 作 し た

冊 子 の こ と 。筆 ま め な 玉 晁 も 150

を 超 え る ZINEを 執 筆 し ま し た ！  
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※特別付録は縦書きのため本文とは逆向きにお読みください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本 文 中の 挿 絵について◆  

 

以 下 の 人 物 の 肖 像 画 は 山 田

久 氏 に よ る も の で す 。  
 

坪 内 逍 遥  

細 野 要 斎  水 谷 不 倒  
 

そ の 他 は 特 に 断 り が な い か

ぎ り 、 小 寺 玉 晁 に よ る も の

で す 。  

● 小 寺 玉 晁 っ て こ ん な 人 ！ … … … … … … … … … … … … … … … 3 

●５つのキーワードで読み解く「玉晁のここが好き！」………4 

● 玉 晁 さ ん に 会 い に 行 く ～ 聖 地 巡 礼 ～ … … … … … … … … … … 11 

● コ ラ ム  玉 晁 自 筆 本 と 名 古 屋 市 史 編 纂 資 料 … … … … … … … 13 

●特別付録 一口はなし（翻刻 ）※………………………………25 

●自宅で、図書館で、玉晁に会おう！ ……………………………26 
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‒― ₁’  

博物館の

を掲載  

寛政 12（1800）年 5 月 18 日、名古

屋で生まれました。  

生 い 立 ち は は っ き り し な い よ う で す

が、一 説に は尾 張藩 の 臣下だ った 人物

の庶子ともいわれています。  

 

暮らし は決 して 裕福 で はなか った よう

ですが 、名 古屋 の貸 本 屋・大 惣 （ だい

そう） での 筆耕 のア ル バイト 等で 生計

を立てていました。  

 

好奇心旺盛で、生涯に わたって文化人との交流や、芝

居、寄席、見世物など を楽しみました。そうした体験

は玉晁自身によって膨大な書物としてまとめられ、現

在では、近世後期の名古屋芸能史を知る上で欠かせな

い資料となっています。  

 

晩年には「なりふりか まわぬ好々爺」だった という玉

晁。お酒が好きで、髪 はボサボサ、人に接するときは

いつもニコニコしていたそうです。  

 

明治 11（1878）年 9 月 26 日に数え年 79 歳で亡く

なりました。  

名古屋市博物館蔵「小寺玉晁自

画像模写」より  

上
の
絵
は
玉
晁
が
描
い
た
も
の
を
、
彼
の
遠
縁
に
あ
た
る
小
寺
礼

三
氏
が
模
写
し
た
も
の
。
礼
三
氏
自
身
も
日
本
画
家
で
し
た
！ 
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Ή ”  Ό Ὼ ῌ 

​” 1 ”∞∟  

​” 2 Ό₤≈╒⅍  

​” 3 Ό ΅  

​” 4 Ό  

​” 5 ”₦₲Ό ΅  

＊引用した文章は読みやすいよう、一部を旧漢字から

現代の表記に直してあります。  

‎Ὸ⁮ Ό Ὼ ‗΅ῲ−ₐ└

⅍₀ 5 –‚ ′‒―  ‴   
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​”1 ”∞∟  

☑身の周りで起こったことはとにかくメモしている  

☑しかもそれをちゃんと整理して家で保存（目録まで作成！） 

☑遺された著作は 150 種以上！  

☑中には名古屋で行われた芝居の演目や出し物の記録も  

☑おかげで当時の名古屋の芸能活動の様子がよくわかる  

代表作は『小説神髄』。

少年時代を名古屋で

過ごす。  

劇、見世物、其他一切の興行物に関する彼れの興味

は最も深かつたらしく（…中略…）名古屋の此種の

物に関する考証をするには、恐らく ᶫᶍ

∙ ᶍ ᶎᵡᶪᶝᵣと思ふ。  

『少年時に観た歌舞伎の追憶』より  
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⅜№⅍ ‖ ⁮⁵‴   
 

当 館 が「 な ご や コ レ ク シ ョ ン 」※ に て 公 開 し て い る 玉 晁 の

編 著 作 の う ち 、 イ ラ ス ト が 載 っ て い る の は 下 記 資 料 で す 。 

 

「 一 口 は な し ・ 大 邪 政 治 椀 」 「 人 物 図 会 」  

「 勾 欄 雑 集 記 」 「 勾 欄 類 見 聞 」 「 勾 欄 類 雑 集 録 」  

「 反 古 袋 」 「 古 楽 園 随 筆 」 「 古 袖 町 勾 欄 記 」  

「 拾 芥 雑 秘 録 」 「 玉 晁 思 出 随 筆 」 「 玉 晁 見 聞 録 」  

「 連 城 亭 随 筆 」 「 (天 保 見 聞 )名 府 太 平 鑑 」  

「 (安 政 丁 巳 )越 獄 始 末 」  

 

※ な ご や コ レ ク シ ョ ン → 詳 し く は p.26 へ  

​”2 Ό₤≈╒⅍  

☑さまざまな師のもとで素読、狂歌、香

道など諸芸を身に着けた  

☑絵（浮世絵）は森高雅に学ぶ  

 

というようなことは  

置いといて、  

まずはこのかわいい  

絵をご堪能ください！  

※ p.13 で も っ と 深 掘 り し ま す  
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​”3 Ό ΅  

☑ 気 の 合 う 人 た ち と と も に 「 耽 古 連 中 （ 別 名 八 天 狗 ）」「 同 好

会 」 と い っ た グ ル ー プ を 結 成 、 貴 重 な 資 料 の 見 せ 合 い や 写 し

合いをしていた  

☑明倫堂（尾張藩の学 校）の先生だった儒学 者・細野要斎（ほ

そのようさい）とも大の仲良し。その他、さ まざまな人たちと

身分や立場の違いを超えて交流  

（玉晁は）画をかく事がお上手其外、今や昔のは

なしやうわさを、見たり聞たりした事のこらず、

（…中略…）書て集て、蔵てござつて、ּךᶱ

ᶅᶡᴲ ᶨᶉᵣ ᶉᵣƎ  

「題小寺玉晁乞児奇伝」（『感興漫筆 巻十二』）より  

メンバーの中には当時尾張城下で╗ ᶍ だった人が多数いる。

彼は同好会を ᶊ ᶩᶊ ᶂᶅᵣᵾにちがいない。そしてそれ

に加入している自分も又、自慢に思っていたであろう。  

市川登紀子「尾張城下の一文人－化政・幕末・明治を  

生きた小寺玉晁の場合－続」より  

水野正信：藩内外の情報を記した『青窓紀聞』は全204冊！  

奥村得義：名古屋城の情報を網羅した『金城温古録』は（養

子に引き継がれ）10編 64巻！  

玉晁と同様に筆まめ。

代表作『感興漫筆』は

反古紙の裏を利用し

て書いた。エコ！  
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玉晁作の『人物図会』という本があります。今でいう

人間観察本のようなもので、玉晁の目に留まった人た

ちの様子がイラスト入りで紹介されています。登場す

るのは市井の人、それも定職を持たない人や貧しい人

など、ちょっと世間から「はずれた」人たちばかり。

ページをめくると玉晁の観察眼の鋭さ、ならぬやわら

かさが伝わってきます。  

​”4 Ό  

ね

ず

み

に

さ

ま

〲
の

芸

を

仕
入
て
、
（
中
略
）
い
く
つ
も

輪

を

く

ゞ

り

て

上

り

下

り

を

な
さ
し
む 

※翻刻は服部良男氏に

よるもの（『びぞん』81・

82合併号抜刷）を参照  
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名古屋市鶴舞中央図書館には、稿本の転写本が所蔵されているが

（…中略…） ᵫ ᶠᶅ ￼ ᵫ ᵣ

ᶉᵪᴲᵲᶍ ᶊᶧᶂᶅᶮᶫᶮᶫᶎ ᶱ ⌐なもの

とした。        『近代歌舞伎年表 名古屋篇第 1巻』より  

玉晁本には命がこもっている。はずむ思いとねばっこさが共

存し、 ᶍ ᶩᵫ ᵲᵧᶅᵮᶪᶧᵥᶉ ᵬ ᵬᵶᵾ

֩ で֪ある。  

松本文子氏「中日新聞夕刊2009年4月10日」より  

​”5 ”₦₲Ό ΅  

☑自筆本の多くは早稲田大学図書館が所蔵しており、ネット上で見

ることができる  

☑が、名古屋市図書館所蔵の転写本（自筆本から書き写したもの）

の方が読みやすい！  

☑なぜ早大にあるかというと、同大出身の国文学者・水谷不倒（み

ずたにふとう）が寄贈したから  

☑水谷不倒のおかげで著作は保存され、玉晁の名も知られるように

なった！  

私は小寺玉晁を知り、当時ᵈ ╛ ᵉᶊ し

たが、それまでは私ばかりでなく、 ᶱ ᶪ ᶎ

ᶩᵣᶉᵪᶃᵾのである。  

『明治大正古書価之研究』より  

生まれは名古屋。ひと

つ年下の坪内逍遥に

師事し、いっしょに本

を出したことも。  
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玉 晁 自 筆 版  

書 き 写 し た も の  

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵 

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵 

↑チラッと見えているイラストは p.13で紹介します！  
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 ₁‚ ΅‚ ῼ  

玉晁ゆかりのスポットを巡ってみました。あなたが普段通っ

ているのと同じ道を、玉晁も歩いていたかもしれません！  

こ の 界 隈 で は 芝 居 や 見 世 物 が 盛 ん で し

た 。玉 晁 も ここ に 足 し げ く 通い 、お 芝 居

を 見 て感 動 し た り、得 体 の 知 れな い 見 世

物 に 驚い た り し た こと で し ょう 。  

江 戸 時代 、日 本 最 大 の 貸 本 屋 だ っ た

大 惣 。玉晁 は こ こ で 筆 耕 な どを し な

が ら 生計 を 立 て て いま し た 。  

３ 歳 頃～ 12、3 歳 頃 、桜 の 町筋 、

長 島 町 と 桑 名 町 の 間 に 住 ん で い

ま し た。  

大 須 観 音 ▶  

最も盛大に芝居が行われ

ていた場所のひとつ。境

内には大量の鳩が。  

▲現在は某スー

パーに。  

▲現在は高層ビルが立ち並ぶ

オフィス街になっています。  
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正 確 な 場 所 は は っ き り と は わ か り

ま せ ん が 、 東 杉 村 （ 現 在 の 北 区 ）

に 文 政 中 頃 か ら 暮 ら し て い た そ う

で す 。 自 分 の 家 が 持 て た こ と を 玉

晁 は 大喜 び し 、「け ふ よ り は 家持 と

こ そ な り ひ ら の 東 杉 な る 在 郷 中

将 」 と詠 ん で い ま す。  

親 友 ・ 細 野 要 斎 が 住 ん で い ま し

た 。 お 互 い の 家 を 行 っ た り 来 た

り し てい た の で し ょう か 。  

▶
杉
村
小
学
校
。
家
の

付
近
と
思
わ
れ
ま
す
。 

▶近くの公園にあったシロ

クマ（？）の像。玉晁が見

たら模写していたかも！  

玉 晁 のお 墓 は 安 浄 寺に 建 て られ ま し た 。

当 初 は鶴 重 町（ 今 の 錦 3 丁 目 ）に あり ま

し た が 、戦後 、お 寺 の 移 転 に 伴っ て 、現

在 は 平和 公 園 に あ りま す 。  

◀

境

内

に

は

趣

深

い

お
地
蔵
さ
ま
。 

地 図 ： 天 明 年 間 名 古 屋 市 中 支 配 分 図 （ 『 名 古 屋 市 史  第 9 巻 (地 図 )』 収 録 ） 
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玉晁は画家の森高雅（もり・こうが／たかまさ）に絵を習っ

たことがあり、かなり絵がうまいです。（個人的な意見です）下

の絵は、当館が所蔵する名古屋市史編纂資料の『人物図会』の

冒頭部分です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文：山田 久  

←この人物はもしや･･･⁈ 
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自筆本は、現在は早稲田大学図書館に所蔵され、「早稲田大学

古典籍データベース」で画像を見ることができます※。市史資

料の写本と比べてみると、この自筆本から実に精確に筆写され

ていることがわかります。構図、着物の模様 から人物の表情ま

で、いったいどのように写したのでしょうか。スキャナもコピ

ー機もない時代、薄い紙を敷いて、薄くなぞって、さらに慎重

に描いたのでしょうか。一方、自筆本の絵を観察しますと、線

の肥痩、やわらかい曲線などに生命力を感じさせます。  

 

一 つ 発 見 し た こ と が あ り ま す 。 中 央 の 人 物 は 誰 で し ょ う か 。

自筆本では、背中の「背紋」は、「玉」の字を崩したように読め

ます。それでこの人物が玉晁であるとわかります。残念ながら

市史資料の絵では、形は写していますが、「玉」と判然せず、果

たして玉晁と認識して筆写したかどうか、その点で自筆本との

比較でわかることがあるように思います。  

 

現 代 で は デ ジ タ ル 化 さ れ た 画 像 が 居 な が ら に し て 見 る こ と

ができます。そうした環境がなかった時代に、大変な労力を費

やして筆写、収集された名古屋市史 編纂資料によって、玉晁の

絵が伝わったことの意義は、とても大きいのです。  

 

 

 

 

 

 

 

山 田  久 （ や ま だ  ひ さ し ）  

名 古 屋 郷 土 文 化 会 会 員 ・ 日 本 図 書 館 協 会 認 定 司 書 2051号 。 昭 和 61年 度 よ り 名

古 屋 市 図 書 館 に 勤 務 し 、 鶴 舞 中 央 図 書 館 で は 郷 土 資 料 の レ フ ァ レ ン ス 業 務 な

ど を 担 当 。 平 成 22年 度 よ り 小 牧 市 立 図 書 館 に 勤 務 、 新 中 央 館 の 開 館 準 備 に 従

事 。 現 在 、 岩 倉 市 図 書 館 で 会 計 年 度 任 用 職 員 。  

※早稲田の画像はこちら。ぜひ見比べてみてください→  
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や
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す
み
と 

い
ふ
字
に
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あ
ま
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へ
）
ん
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に
す
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※
こ
ち
ら
の
特
別
付
録
は

25

ペ
ー
ジ
か
ら
お
読
み
く
だ
さ
い
！ 
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し
の 

ま
へ
で
ハ 

〽
め
つ
た
な
事
ハ

い
わ
れ
ぬ 

泉
別
ハ 

や
ハ
り 

海
ば
た
か
て 

〽
サ
ヨ
さ
か
い 
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穴
を
と
つ
て 

金
を 

か
り
ま
し
た 

〽
そ
れ
は 

ぶ
さ
タ
ロ
ウ 

お
そ
ろ
し
い 

男
が 

居
る
が 

熊
坂
と 

や
ら
が
子 

〽
ソ
ウ
ヨ 

長
半
ダ 

も
ら
ぬ
の
を 

よ
く

〱 

〽
ト
ツ
ク
リ 

と
見 

外
の 

魚
に 

か
ま
ハ
ず 

早
く 

〽
こ
ひ

〱 
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千
歳
祭
宮
の 

き
れ
を 

〽
チ
ト 

お
く
れ
で 

な
い
か 

此
の 

ろ
う
そ
く
ハ 

早
く 

と
ぼ
る 

〽
ソ
う
だ
ろ
う 

ば
ら
銭
だ
か
ら 

つ
な
く
も
の
を 

〽
へ
イ 

さ
し
上
ま
す 

お
ま
へ
ハ 

ま
だ 

か
み
さ
ん 

な
し
の 

ど
ふ
り
（
道
理
）
で 

勝
手
が 

〽
む
さ
い 
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此
の
も
ち
ハ 

大
ふ
く 

も
ち
で 

〽
あ
つ
た
か
い 

（
熱
田
） 

太
鼓
を 

た
ゝ
く
と 

音
が 

志
ま
す
が 

〽
ど
ん
な
人
の 

主
人
の 

命
日
に 

さ
か
な
を 

く

わ

し

た

ハ

〽
く
だ
じ
や 

く
ら
の
入
口
に
も 

志
ま
り
志
ま
し
た 

〽
志
（
じ
）
や
う

（
錠
）
に
や 
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あ
す
ハ 

み
や
こ
へ 

お
は
ゐ
り
か 

〽
き
や
う
（
京
）
さ 

此
さ
か
な
ハ 

一
し 

ほ
し
て 

一
寸 

日
に 

あ
て
た
ろ
う

〽
ほ
し
じ
や 
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鎌
と
ぎ
て 

ゐ
な
が
ら 

ブ
ウ
ブ
ウ
と 

屁
を
飛
（
ひ
）
り 

〽
く
さ
（
草
）
か
ろ
う 

上
戸
に 

ま
ん
ぢ
う
と
は 

〽
是
は 

於
（
お
）
か
し

（
お
菓
子
） 
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今
朝
も 

か
ゝ
ア 

香
物 

斗
（
ば
か
り
） 

か
へ 

〽
さ
い 

ナ
（
菜
）
ア 

し
う
と
め
も 

あ
ん
ま
り
じ
や 

だ
ま
っ
て 

居
ら
ず
と 

な
ん
と
な
ど 

〽
イ
ヤ
イ
ナ
ア 

ば
ら
ば
ら
と 

時
雨
が 

す
る
に 

是
ハ 

珍
ら
し
い 

〽
久
し
婦
（
ぶ
）
り
ダ 

（
降
り
） 

と
ち
よ
と
ち
よ 

な
ぜ 

遍
（
へ
）
ん
じ
を 

し
な
い 

〽
す
つ
ぽ
ん 
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ま
だ 

お
よ
め 

入
ま
へ 

な
ら 

一
ツ 

御
う
け 

〽
ヲ
ツ
ト

（
夫
）
ア
リ 

き
ん
ち
ゃ
く
が

き
ぶ
ん
が 

わ
る
い
ト
サ 

〽
祢
（
ね
）
つ 

希
（
け
）
が 

あ
ろ
う 

此
手
ハ 

一
ば
ん
じ
や 

あ
ろ
う 

〽
ソ
う
ヨ 

せ
き
し
や 

公
家
衆
が 

お
さ
へ
る
と 

痛
（
い
た
み
）
が 

直
（
す
ぐ
）
に 

な
越
り
ま
し
た 

〽
そ
り
ゃ
し
や
く

（
笏
／
癪
）
じ
ゃ 
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一
口
大
明
神
へ
宝
鈴
一
口
を
釣
し
御
備
へ 

申
せ
し
一
口
香
を
皆
食
わ
ん
と
す
れ
ど
か
の 

一
口
残
の
教
訓
を
守
り
て
只
一
口
か
む 

鬼
一
口
の
難
を
の
が
れ
し
如
く
一
口
は
な
し
を 

咄
し
て
我
面
●
の
機
嫌
上
戸
猪
口
な
と 

酒
を
一
口
呑
て
さ
か
な
は
何
と
あ
た
り 

見
廻
し
一
口
物
に
ほ
う
を
焼
の
い
ま 

し
め
を
思
ひ
出
し
て
又
一
口 

 序文（たぶん）  
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当 館 所 蔵 の 玉 晁 作 品 を 、 名 古 屋 な ん で も 調 査 団 の 有

志 で 翻 刻 （ く ず し 字 を 活 字 に 直 す こ と ） し て み ま し

た 。※ 普 段 、利 用 者 さ ん か ら の 翻 刻 依 頼 を 受 け て い る

わ け で は あ り ま せ ん の で あ し か ら ず 。  

ま た 、 一 部 内 容 が 不 適 切 か も … と 思 っ た 部 分 は ふ せ

て あ り ま す 。 お 知 り に な り た い 場 合 は 職 員 に お た ず

ね く だ さ い 。  

 

翻 刻 に あ た っ て は 、内 外 の ご 協 力 を い た だ き ま し た 。こ の 場 を 借

り て お 礼 申 し 上 げ ま す ！  

《特別付録》  一口はなし（翻刻）  

原 典 ： 市 16-93「 (1)一 口 は な し (2)大 邪 政 事 椀 」（ 合 綴 ） よ り  

 
玉晁流?!ダジャレたっぷり  

ことばあそびの本  
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名古屋市鶴舞中央図書館では、玉晁の転写本を多数所蔵してお

り、そのいくつかはサイト「なごやコレクション」を通してご

自宅からでも見られるようになっています！  

名古屋市図書館が所蔵する

貴重な郷土資料を、自宅で

簡単に検索・閲覧できるデ

ジタルアーカイブです。  

※ 一 部 、 検 索 で は ヒ ッ ト し な い 資 料 や 画

像 が 見 ら れ な い 資 料 が あ り ま す 。  

検 索 窓 に 「 小 寺 玉 晁 」 ま た は 資 料 名 （ p.6 参 照 ） を 入

力 す る と 見 ら れ ま す 。 図 書 館 内 に も 閲 覧 用 端 末 が あ り

ま す 。 ※ 実 物 は 貴 重 な 資 料 で す の で 、 基 本 的 に は ご 覧

い た だ け ま せ ん 。  

↑こ ち ら か ら ↑  
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令和 8 年 1 月  

名古屋なんでも調査団 編  

名古屋市鶴舞中央図書館 発行  
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